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百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
の
経
済
危
機
は
、
当
市
に
お
い
て

も
影
響
が
出
て
お
り
、
平
成
二
十
一
年
度
の
法
人
市
民
税
は
、
平
成
十
九

年
度
決
算
よ
り
約
四
億
円
の
減
収
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
景
気

の
後
退
は
、
配
当
割
、
株
式
譲
渡
所
得
割
、
地
方
消
費
税
な
ど
の
交
付
金

収
入
に
も
影
響
が
及
ん
で
お
り
、
財
政
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
予
算
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
予
算

編
成
で
あ
り
ま
し
た
が
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、

事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性
の
観
点
か
ら
優
先
順
位
を
見
極
め
、
施
策
を
選

択
し
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
は
、
教
育
・
子
育
て
・
生
活
環
境
の
向
上
に

重
点
を
置
き
、
市
民
生
活
の
基
本
で
あ
り
ま
す『
安
心
づ
く
り
最
優
先
の

予
算
』と
し
、
課
題
や
重
点
施
策
へ
の
対
応
に
も
積
極
的
に
配
慮
し
た
予

算
案
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す（
予
算
概
要
は
四
〜
五
ペ
ー
ジ
）。

平
成
二
十
一
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の『
三
つ
の
戦
略
』と
、
ま
ち
づ
く
り
の『
六
つ
の

基
本
方
針
』に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

戦
略
一

伊
豆
半
島
交
流
軸
の
構
築
　
キ
ー
ワ
ー
ド『
伊
豆
半
島
の
中
心
』

『
ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業
の
集
積
』、『
商
工
業
の
集
積
』、『
情
報
の
発
信
』、

『
交
通
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
』を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
戦
略
に
基
づ
き
、

商
工
業
の
集
積
の
た
め
に
企
業
立
地
促
進
事
業
に
取
り
組
み
、
ま
た
道
路

新
設
改
良
事
業
や
辺
地
対
策
事
業
な
ど
で
、
交
通
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

戦
略
二

狩
野
川
流
域
生
活
圏
の
一
体
化
　
キ
ー
ワ
ー
ド『
狩
野
川
』

『
流
域
文
化
の
再
生
』、『
狩
野
川
水
系
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
』、『
水

害
対
策
の
強
化
』、『
水
資
源
の
保
全
と
活
用
』を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
戦

略
に
基
づ
き
、
史
跡
北
条
氏
邸
跡
発
掘
調
査
事
業
や
旧
大
仁
町
史
刊
行
事

業
で
流
域
文
化
の
再
生
に
取
り
組
み
、
ま
た
浸
水
対
策
事
業
や
都
市
下
水

路
整
備
事
業
な
ど
で
水
害
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

戦
略
三
　
安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
　
キ
ー
ワ
ー
ド『
食
と
農
』

『
戦
略
的
観
光
誘
客
へ
の
転
換
』、『
農
業
の
活
性
化
』、『
ウ
エ
ル
ネ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
』、『
循
環
型
社
会
の
形
成
』を
目
指
し
ま
す
。
こ

の
戦
略
に
基
づ
き
、
農
業
の
活
性
化
の
た
め
、
農
産
物
産
地
競
争
力
強
化

事
業
で
、
イ
チ
ゴ
苗な
え

供
給
体
制
の
安
定
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
循
環
型
社

会
の
形
成
の
た
め
に
、
食
品
残
渣
ざ
ん
さ

や
蓄
糞
な
ど
か
ら
安
全
な
堆
肥
を
つ
く

る
堆
肥
化
施
設
の
建
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
一

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
空
間
の
ま
ち
づ
く
り

不
法
投
棄
対
策
事
業
や
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
緑

化
推
進
事
業
を
進
め
、
景
観
に
配
慮
し
た
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
、

放
任
竹
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
守
山
西
公
園
を
は
じ
め
、
市
民
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
憩
い
の
場
と
し
て
公
園
施
設
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
種
団
体
行
事
や
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
な
ど
を
活
用
し
て
、
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
化
の
啓
蒙
け
い
も
う

運
動
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
地
球
温
暖
化

対
策
を
一
層
推
進
し
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
を
目
指
し
、
環

境
負
荷
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
二

生
き
生
き
働
く
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

中
山
間
地
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
当
市
の
豊
か
な

自
然
や
農
地
、
温
泉
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
、
新

た
な
魅
力
を
発
信
す
る
交
流
の
場
と
、
地
域
産
業
の
振
興

に
つ
な
が
る
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
六
月
の
富
士
山
静
岡
空
港
の
開
港
に
伴
う
外
国
人
観
光
客
を
迎
え

る
た
め
、
多
言
語
表
記
の
観
光
案
内
板
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

外
客
誘
致
や
観
光
地
の
に
ぎ
わ
い
を
高
め
る
た
め
、
観
光
協
会
や
旅
館

組
合
な
ど
が
進
め
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
後
継
者
の
育
成
、
用
排
水
路
整
備
、
湛
水
た
ん
す
い

防
除
ぼ
う
じ
ょ

施
設
整
備
な
ど

の
基
盤
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
堆
肥
を
活
用
し
た
栽
培
の
普

及
に
向
け
て
、
栽
培
さ
れ
た
野
菜
の
販
路
の
確
立
や
、
栽
培
者
の
増
員

な
ど
、
安
全
、
安
心
、
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
現
在
の
社
会
情
勢
を
受
け
、
公
文
書
管
理
事
業
や
道
路
・
河
川
環

境
美
化
事
業
で
、
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
三

未
来
を
担
う
人
を
育
み
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち
づ
く
り

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

長
岡
南
小
体
育
館
の
耐
震
補
強
や
長
岡
北
小
、
韮
山
中
の

校
舎
改
修
な
ど
、
耐
震
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

韮
山
西
幼
稚
園
と
統
合
す
る
共
和
幼
稚
園
や
、
長
岡
幼
稚

園
、
田
京
幼
稚
園
、
堀
越
保
育
園
の
四
園
舎
に
つ
い
て
は
、
測
量
設
計

や
用
地
取
得
な
ど
、
建
設
に
向
け
着
手
し
て
い
き
ま
す
。
継
続
事
業
で

あ
り
ま
す
大
仁
中
建
設
は
、
今
年
度
に
校
舎
が
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
新
た
な
試
み
と
し
て
、
携
帯
電
話
な
ど
に
情
報
を
一
斉
送
信
で

き
る
『
こ
ど
も
安
全
安
心
連
絡
網
サ
ー
ビ
ス
』
を
導
入
し
、
緊
急
時
の
保

護
者
へ
の
連
絡
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭（
十
月
二
十
四
日
〜
十
一
月
八
日
開
催
）で
、

江
川
坦
庵
公
の
功
績
に
着
目
し
た
演
劇
や
合
唱
、
オ
ペ
ラ
な
ど
六
つ
の

部
門
の
祭
典
を
開
催
し
、
坦
庵
公
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

第
四

だ
れ
で
も
す
こ
や
か
元
気
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
の

検
診
事
業
を
充
実
さ
せ
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

対
象
を
小
学
校
三
年
生
ま
で
引
き
上
げ
た
、
自
己
負
担

な
し
の
医
療
費
助
成
を
今
年
度
も
継
続
し
、
子
育
て
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
の
不
妊
治
療
助
成
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
妊
婦
健
診
に
対
す
る
助
成
を
拡
大
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

第
二
期
福
祉
村
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
計
画
に
合
わ
せ
、
障

害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
の
環
境
整
備
と

し
て
、
今
年
度
は
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
積
極
的
に
活
動
す
る
た
め
の
外
出
支
援

と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
助
成
や
、
や
す
ら
ぎ
の
家
、

水
晶
苑
へ
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
と
と
も
に
、
心
身
障
害
者
（
児
）
タ
ク
シ

ー
等
利
用
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
韮
山
多
田
地
区
に
建
設
中

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
ぶ
な
の
森
』
は
、
七
月
一
日
か
ら
入
所
開
始

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
五

住
み
た
い
訪
れ
た
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
は
、
洞
川

ど
う
が
わ

流
域
浸
水
対
策
事

業
、
山
田
川
流
域
浸
水
対
策
事
業
、
長
岡
川
都
市
下
水
路

整
備
事
業
、
小
坂
地
区
の
都
市
下
水
路
整
備
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
、
水
害
対
策
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

道
路
整
備
と
し
て
は
、
継
続
事
業
で
あ
り
ま
す
合
併
特
例
債
事
業
の

大
一
〇
一
号
線
を
は
じ
め
、
十
四
路
線
の
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
生
活
道
路
に
つ
い
て
も
、
安
全
性
の
確
保
や
適
切
な
維
持
管
理
で
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

良
好
で
安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
た
め
、
大
仁
地
区
と
長
岡
地
区
、

韮
山
地
区
と
長
岡
地
区
へ
の
連
絡
管
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
震

災
に
備
え
、
石
綿
管

せ
き
め
ん
か
ん

か
ら
耐
震
管
へ
の
敷
設

ふ
せ
つ

替
え
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
区
域
の
全
体
計
画
の
見
直
し
な
ど
で
、
雨
水
幹

線
整
備
を
進
め
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
整
備
事
業
者
へ
の
補
助
を
実
施
し
、
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
整
備
地
区
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
防
災
対

策
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

ト

ウ

カ

イ

‐０ゼ
ロ

』
事
業
に
お
い
て
、
木

造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
に
対
し
て
、
今
ま
で
の
補
助
に
加
え
、
今
年

度
か
ら
は
市
単
独
補
助
と
し
て
十
万
円
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

第
六

み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
行
政
か
ら

の
情
報
の
提
供
と
、
市
民
か
ら
の
行
政
ニ
ー
ズ
の
的
確
な

把
握
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
市
民
と
情
報

を
共
有
す
る
た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
的

確
に
発
信
し
、
開
か
れ
た
行
政
を
推
進
し
ま
す
。
各
地
区
で
の
市
政
懇

談
会
や
市
長
へ
の
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
提
言
や
意
見
を
い
か
し
、
よ
り
良
い
市
政
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
行
財
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
よ
り
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
　
三
つ
の
戦
略

平
成
二
十
一
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り

総
合
計
画
　
六
つ
の
基
本
方
針

伊
豆
の
国
市
誕
生
か
ら
五
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市

政
運
営
に
取
り
組
む
施
策
の
大
要
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
議
会
平
成
二
十
一
年
三
月
定
例
会
・
市
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
）

平成２１年度
市長施政方針



●戦略的観光誘客への転換 中山間地ま
ちづくり、広域観光宣伝、観光案内板整備な

ど ●農業の活性化 地域農業活性化、農産物産地
競争力強化など ●ウェルネスマネジメ

ントの推進 在宅高齢者外出支援、ウェ
ルネスマネジメント推進など　●循環型
社会の形成 生ごみ堆肥化施設整備など

●商工業の集積 企業立地促進、公有地
利活用推進など ●情報の発信 ホーム
ページ管理運営、ブロードバンド基盤整
備など ●交通網のネットワーク化 国
県道整備、市道の整備など

●流域文化の再生 史跡北条氏邸跡発掘
調査、旧大仁町史刊行など　●狩野川水系エコミュ
ージアム化 環境教育推進、狩野川リバ
ーサイドパーク維持管理など　●水害対
策の強化 河川改修、浸水対策、都市下
水路整備、湛水

たんすい

防除
ぼうじょ

施設整備など

計３８億５，２２９万円

広報等発行、自治会、地域づくり推進など

計２７億６，７７９万円

合併特例事業を含めた道路新設改良、プロジェク
ト『ＴＯＵＫＡＩ

ト ウ カ イ

‐０
ゼロ

』（木造住宅耐震補強に上乗せ補助）など

計５０億３，５３６万円

こども医療費助成、不妊治療助成、妊婦健診助成（５
回から１４回に拡大）、高齢者福祉タクシー等利用助成、心
身障害者（児）タクシー等利用助成、第２期福祉村整備など

計１１億９１２万円

緑化推進、ごみ減量対策啓発、エコアクション
２１認証取得への取り組みなど

計５億６，５０１万円

中山間地まちづくり、観光案内板整備、
地域観光推進、緊急雇用対策など

計３３億３，０４３万円

長岡南小体育館耐震補強、長岡北小・韮山中校
舎等耐震整備、大仁中建設、共和幼・長岡幼・田京幼・
堀越保の建設に向け事業着手、安全安心連絡網整備など

計５億５３０万円

計２億９，３２８万円

45 ２００９．４．１いずのくに２００９．４．１いずのくに

国民健康保険特別会計５１億６,２００万円

老人保健特別会計 ２,２３０万円

介護保険特別会計 ３０億３,４００万円

楠木及び天野揚水場管理特別会計 １,９６０万円

簡易水道等事業特別会計 ８,９２０万円

下水道事業特別会計１９億７,０２０万円

後期高齢者医療特別会計 ４億 ８６０万円

平成２１年度
当初予算の概要

問合せ　財政課

電話０５５‐９４８‐１４１４

伊豆半島交流軸の構築　キーワード『伊豆半島の中心』

美しい自然に恵まれた快適な空間のまちづくり

収益的
収入 ６億４，９４２万円

支出 ６億１，０８２万円

資本的
収入 １億４，４９０万円

支出 ４億６，１３５万円

上水道事業会計 １０億７，２１７万円

基金の状況 市債の状況

特別会計 １０７億５９０万円

１

２

戦略

戦略

安全、安心、健康のまちづくり　キーワード『食と農』３戦略

狩野川流域生活圏の一体化　キーワード『狩野川』

一般会計

計３億５，４４１万円
１

＊予算額÷平成２１年３月１日現在の住民基本台帳人口（５０，２４０人）で算出。

平成２１年度の一般会計予算額は１６６億６千万円で、前年度と比較すると
３億２千万円（１．９％）の減額となりました。平成２０年度は市債の一括償
還（３億円）を行っていますので、この分を除くと、実質的には前年度とほ
ぼ同額となり、課題や重点施策に積極的に配慮した予算となっています。
特別会計、上水道事業会計を合わせた総額は約２８４億４千万円で、前年

度より約８億７千万円（３．０％）の減額となりました。

生き生き働く活気に満ちた産業のあるまちづくり２
未来を担う人を育み豊かな歴史・文化を築くまちづくり３

だれでもすこやか元気に生きるまちづくり４

住みたい訪れたいにぎわいのあるまちづくり５

みんなが主役、明日に向かって進むまちづくり６

基　金　名
平成２１年度末
残高見込額

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 １５億４,７６５万円

減 債 基 金 ６億６,８６３万円

土 地 取 得 基 金 １億２,８７８万円

福 祉 対 策 基 金 ２億１,２３４万円

教 育 振 興 資 金 ４,０４５万円

ふるさと水と土基金 ２,５７３万円

温泉保護対策基金 ９,１０４万円

収入印紙等購入基金 ５００万円

特
別
会
計

国民健康保険保険給付等支払準備基金 １００万円

国民健康保険高額医療費資金貸付基金 ９００万円

介護給付費準備基金 １,４８２万円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 ２,６６７万円

楠木及び天野揚水場管理基金 ３,５００万円

合　計 ２８億 ６１１万円

会計名
平成２１年度末
残高見込額

一般会計 １６８億３,５９５万円

国民健康保険
特別会計 ２億５,２９４万円

下水道事業
特別会計 ６１億９,６４１万円

上水道事業会計 ７億５,４９３万円

合　計 ２４２億１,９０３万円

簡易水道等事業
特別会計 １億７,８８０万円

大仁中校舎、今年度完成予定


